
Title 明治・大正期における外来語に付される補助符号につ
いて : 表記形式ごとの使用状況の比較を中心に

Author(s) 藤本, 能史

Citation 語文. 2023, 121, p. 28-41

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/95425

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



語文121（2023・12　大阪大学国語国文学会）

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
外
来
語
に
付
さ
れ
る
補
助
符
号
に
つ
い
て

―
表
記
形
式
ご
と
の
使
用
状
況
の
比
較
を
中
心
に

―

藤　
　

本　
　

能　
　

史

一　

は
じ
め
に

外
来
語
等
の
特
殊
な
単
語
に
、
傍
線（
（
（

・
鉤
括
弧
と
い
っ
た
補
助
符
号
が
付

さ
れ
る
の
は
、
一
八
世
紀
中
期
頃
か
ら
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
は
、
医
学

書
・
蘭
学
資
料
な
ど
一
部
の
資
料
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
時
代
に
入
る

と
、
外
来
語
に
傍
線
・
鉤
括
弧
を
付
す
表
記
ス
タ
イ
ル
が
主
流
と
な
る
。
文

明
開
化
以
降
数
多
の
外
来
語
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
外
来
語
を
片

仮
名
表
記
す
る
習
慣
が
確
立
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
主
な
表
記
体
は
漢
字

片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
付
属
語
と
外
来
語
の
区
別
が
困

難
と
な
る
。
そ
の
区
別
を
容
易
に
す
る
目
的
で
補
助
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
補
助
符
号
は
漢
字
表
記
の
外
来
語
に
も
付
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
使
用
状
況
は
仮
名
表
記
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
外
来
語
の
補
助
符

号
に
焦
点
を
当
て
た
先
行
研
究
は
、
仮
名
表
記
に
付
さ
れ
る
符
号
を
中
心
に

考
察
が
行
わ
れ
て
お
り
、
漢
字
表
記
に
付
さ
れ
る
符
号
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
漢
字
表
記
・
仮
名
表
記

そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
、
補
助
符
号
の
使
用
状
況
の
経
年
的
な
変
化
の
実
態
を

調
査
し
、
違
い
が
生
じ
た
原
因
を
考
察
す
る
。

二　

先
行
研
究

二
・
一　

近
世
期
の
補
助
符
号
に
関
す
る
研
究

先
述
の
通
り
、
外
来
語
に
補
助
符
号
が
付
さ
れ
る
の
は
近
世
期
に
お
い
て

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
近
世
期
の
外
来
語
補
助
符
号
に
関
す
る
先
行
研
究

に
つ
い
て
概
観
す
る
。

近
世
期
の
外
来
語
補
助
符
号
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
藤
本
（
二
〇
二
〇
、

二
〇
二
一
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

藤
本
（
二
〇
二
〇
）
は
、
近
世
前
半
期
医
学
書
を
調
査
対
象
と
し
、
補
助

符
号
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
蘭
方
医
学
書
に

お
い
て
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
外
来
語

を
区
切
る
目
的
で
鉤
括
弧
を
使
用
す
る
資
料
が
確
認
で
き
た
が
、
そ
の
嚆
矢

は
、『
蘭
学
階
梯
』（
一
七
八
八
）『
和
蘭
医
事
問
答
』（
一
七
九
五
）
な
ど
一
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八
世
紀
末
頃
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
表
記
体
に
関
係

な
く
、『
蘭
学
階
梯
』、『
和
蘭
医
事
問
答
』
以
降
、
蘭
方
医
学
書
に
お
い
て
外

来
語
の
卓
立
に
鉤
括
弧
が
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
仮

説
を
得
た
。
こ
の
仮
説
を
立
証
す
る
に
は
、
医
学
書
以
外
の
蘭
学
資
料
も
調

査
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
藤
本
（
二
〇
二
一
）
で
は
、
近
世
期
蘭
学
資
料

を
調
査
対
象
と
し
、
補
助
符
号
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
外
来
語
を
括
る
鉤
括
弧
は
、『
紅
毛
雑
話
』（
一
七
八
七
）
な
ど
一

八
世
紀
後
期
頃
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
は
前
野
蘭
化
の
蘭
語
翻
訳
法

の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
以
降
近
世
期
蘭
学
資
料
に
お
い
て
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
表
記
形
式
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
傍
線
も
、
外
来
語
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、『
西
音
発
微
』（
一
八
二
六
）
な
ど
蘭
語
学
資
料
で

は
、
外
来
語
以
外
の
語
句
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

二
・
二　

明
治
期
以
降
の
補
助
符
号
に
関
す
る
研
究

明
治
期
以
降
の
外
来
語
補
助
符
号
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
小
林
（
一
九

八
二
）、
深
澤
（
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
六
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

小
林
（
一
九
八
二
）
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
、
地
名
に
二
本

傍
線
（

‖
）、
人
名
に
一
本
傍
線
（

―
）
を
付
す
表
記
ス
タ
イ
ル
は
、�

『
官板
バ
タ
ビ
ヤ
新
聞
』（
一
八
六
二
）
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
更
に
、
こ
う
し
た
表
記
ス
タ
イ
ル
が
、
明
治
期
の
一
般
的
な
表
記
ス

タ
イ
ル
と
な
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
て
い
る
。

深
澤
（
二
〇
〇
四
）
は
、
総
合
雑
誌
『
太
陽
』
の
前
誌
群（
（
（

を
資
料
と
し
て
、

片
仮
名
表
記
外
来
語
の
特
質
に
つ
い
て
、
補
助
符
号
（
鉤
括
弧
・
傍
線
）
と

表
記
体
に
視
座
を
置
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
深
澤
氏
は
、
表
記
体
と
文

字
列
と
の
関
係
を
整
理
す
る
た
め
に
、
卓
立
表
記
・
非
卓
立
表
記
の
別
を
立

て
た
。
以
下
の
（
c
）（
d
）
を
卓
立
表
記
、（
a
）（
b
）
を
非
卓
立
表
記
と

し
て
い
る
。

（
9
）	

（
a
）
漢
字
で
表
記
す
る
。

	

（
b
）
表
記
体
を
構
成
す
る
仮
名
と
同
じ
仮
名
で
表
記
す
る
。

	

（
c
）
表
記
体
を
構
成
す
る
仮
名
と
異
な
る
仮
名
で
表
記
す
る
。

	

（
d
）
符
号
を
付
す
。�

四
一
頁

卓
立
表
記
・
非
卓
立
表
記
と
い
う
観
点
か
ら
平
仮
名
表
記
外
来
語
と
片
仮

名
表
記
外
来
語
と
の
違
い
を
考
察
し
た
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

�（
19
）外
来
語
平
仮
名
文
字
列
は
、
文
字
列
単
独
で
卓
立
表
記
に
も
非
卓

立
表
記
に
も
な
る
。

�（
20
）
外
来
語
片
仮
名
文
字
列
は
、
卓
立
表
記
さ
れ
る
の
が
基
本
で
あ

る
。
文
字
列
単
独
で
は
な
く
、
符
号
が
併
用
さ
れ
る
。�

四
四
頁

片
仮
名
表
記
外
来
語
は
、
符
号
を
使
用
す
る
こ
と
で
卓
立
表
記
と
し
て
の

機
能
を
全
う
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

か
ら
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
へ
の
表
記
体
の
推
移
と
、
外
来
語
の
符
号
の
有

無
の
推
移
と
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

深
澤
（
二
〇
〇
六
）
で
は
、
総
合
雑
誌
『
太
陽
』
及
び
『
太
陽
』
前
誌
群

を
資
料
と
し
て
、
地
名
・
人
名
、
そ
れ
以
外
の
名
詞
に
わ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
補
助
符
号
の
有
無
を
調
査
し
て
い
る
。
地
名
・
人
名
は
傍
線
の
み
が
語
数

増
大
に
伴
っ
た
量
的
規
模
拡
大
を
果
た
し
て
い
る
。
対
し
て
そ
の
他
の
名
詞

は
、
鉤
括
弧
の
量
的
拡
大
に
よ
り
、
相
対
的
に
傍
線
の
量
的
規
模
が
縮
小
し

て
い
く
。
つ
ま
り
、
地
名
・
人
名
に
は
傍
線
が
、
そ
の
他
の
名
詞
に
は
鉤
括

29



弧
が
使
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
截
然
と
し
た
使
い
分
け
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
補
助
符
号
衰
退
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
か
ら
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
へ
の
移
行
を
挙
げ
て
い

る
。
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
、
片
仮
名
表
記
の
外
来
語
を「
て
に
を
は
」

等
と
区
別
す
る
た
め
に
符
号
が
使
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
平
仮
名
交
じ
り
文

に
移
行
し
、
文
字
列
単
独
で
区
別
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
符
号
を
付
す

必
要
性
が
希
薄
化
し
た
た
め
、
符
号
が
衰
退
し
た
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

小
林
（
一
九
八
二
）
で
は
、
明
治
期
の
一
般
的
な
補
助
符
号
の
表
記
形
式

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
述
べ
ら
れ

て
い
な
い
。
深
澤
氏
の
諸
研
究
は
、
補
助
符
号
の
役
割
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
い
る
が
、
仮
名
表
記
の
外
来
語
に
付
さ
れ
る
補
助
符
号
を
中
心
に
考
察
が

行
わ
れ
て
お
り
、
漢
字
表
記
に
付
さ
れ
る
補
助
符
号
に
つ
い
て
の
考
察
は
不

十
分
な
点
が
あ
る
。
仮
名
表
記
だ
け
で
な
く
、
漢
字
表
記
に
も
符
号
が
付
さ

れ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
る
と
、
漢
字
表
記
の
使
用
状
況
も
調
査
し
、
仮
名
表

記
に
お
け
る
使
用
状
況
と
併
せ
て
考
察
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

調
査
資
料
・
方
法

調
査
資
料
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の

書
籍
類
を
使
用
す
る
。
調
査
資
料
一
覧
は
、
別
表
に
ま
と
め
た
が
、
紙
幅
の

都
合
上
、w

eb

掲
載
の
形
を
採
る
こ
と
を
御
了
承
願
い
た
い（

（
（

。
所
収
資
料
の

う
ち
、
片
仮
名
表
記
（
資
料
に
よ
っ
て
は
平
仮
名
表
記
）
の
外
来
語
（
地
名
・

人
名
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
調
査
対
象
と
し
た
。
調
査
年
度
は
一
八

六
八
～
一
九
二
五
年
と
し
た
。
資
料
の
選
定
基
準
と
し
て
、ND

C

分
類
を
参

考
に
し
た
。
各
分
野
の
所
収
資
料
数
、
ま
た
資
料
を
概
観
し
た
う
え
で
窺
え

る
分
野
ご
と
の
外
来
語
の
使
用
状
況
に
鑑
み
て
、
各
年
哲
学
よ
り
四
点
、
歴

史
よ
り
五
点
、
社
会
科
学
よ
り
五
点
、
自
然
科
学
よ
り
三
点
、
外
来
語
使
用

の
少
な
い
技
術
・
産
業
・
芸
術
・
言
語
・
文
学
は
、
こ
れ
ら
五
分
野
よ
り
三

点
を
選
定
し
た
。
た
だ
し
一
八
六
八
年
～
一
八
七
二
年
に
つ
い
て
は
、
調
査

対
象
と
し
て
扱
え
る
資
料
が
二
〇
点
に
満
た
な
か
っ
た
。
以
下
、
一
八
六
八

年
～
一
八
七
二
年
の
調
査
資
料
数
と
分
野
毎
の
内
訳
を
挙
げ
る
。

・
一
八
六
八
年
―
五
点
（
社
会
科
学
三
点
、
自
然
科
学
一
点
、
言
語
一
点
）

・�

一
八
六
九
年
―
一
二
点
（
哲
学
一
点
、
歴
史
六
点
、
社
会
科
学
五
点
）

・�

一
八
七
〇
年
―
一
三
点（
哲
学
一
点
、
歴
史
五
点
、
社
会
科
学
五
点
、
自

然
科
学
二
点
）

・�

一
八
七
一
年
―
九
点
（
哲
学
二
点
、
歴
史
三
点
、
社
会
科
学
二
点
、
自

然
科
学
二
点
）

・�

一
八
七
二
年
―
一
七
点（
哲
学
二
点
、
歴
史
五
点
、
社
会
科
学
四
点
、
自

然
科
学
四
点
、
産
業
一
点
、
文
学
二
点
）

地
名
・
人
名
・
官
名
・
そ
の
他
の
名
詞
の
四
種
類
に
分
け
、
各
種
名
詞
に

付
さ
れ
て
い
る
符
号
を
調
査
し
た（
（
（

。
地
名
・
人
名
以
外
の
名
詞
の
う
ち
、
官

名
の
み
独
立
さ
せ
た
の
は
、
凡
例
で
、
地
名
・
人
名
以
外
の
物
名
と
官
名
と

は
別
の
符
号
を
付
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
資
料
が
多
く
み
ら
れ
た
た
め
で

あ
る
。
以
下
、
例
を
示
す
。

�（
1
）
一
官
名
ハ
左
ヘ

‖
人
名
ハ
右
ヘ

―
地
名
ハ
右
ヘ

‖
物
名

ハ
左
ヘ

―
ヲ
標
シ
テ
以
テ
分
ツ
看
者
之
レ
ヲ
混
ス
ル
事
勿
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

『
兵
学
提
要
』（
一
八
七
〇
）
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（
2
）
一
原
語
ノ
旁
側
ニ

―
形
ナ
ル
單
柱
ヲ
右
ニ
置
ク
モ
ノ
ハ
名
氏

ニ
シ
テ
左
ニ
ス
ル
モ
ノ
ハ
物
名
及
ヒ
一
切
ノ
名
稱
ナ
リ
又

‖
ナ
ル

雙
柱
ヲ
右
ニ
ス
ル
ハ
土
地
國
名
ニ
シ
テ
左
ニ
ス
ル
ハ
官
職
爵
位
尊
稱
及

ヒ
官
衙
ノ
名
稱
等
ナ
リ
但
シ
一
目
シ
テ
瞭
然
ナ
ル
モ
ノ
ハ
故
サ
ラ
ニ
單

雙
柱
ヲ
贅
セ
ス
看
官
之
ヲ
諒
セ
ヨ�

『
国
会
汎
論
』（
一
八
八
〇
）

ま
た
今
回
は
、
文
中
に
お
け
る
外
来
語
を
区
別
し
や
す
く
す
る
目
的
で
付

さ
れ
た
符
号
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
訳
語
の
直
後
に
原
語

を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
符
号
（
用
例
（
3
））、
あ
る
い
は
外
来
語
以
外

の
語
も
含
む
特
定
の
名
詞
を
示
す
場
合
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
符
号
（
用

例
（
4
））
は
調
査
対
象
外
と
し
た（
（
（

。

（
3
）
固
ヨ
リ
人
間
ノ
貴
賤
貧
冨
、
智
愚
強
弱
ノ
類
ハ
其
有
様
（
コ
ン

ヂ
ー
シ
ョ
ン
）
ニ
テ
幾
段
モ
際
限
ア
ル
可
ラ
ズ
此
段
階
ヲ
存
ス
ル
モ
交

際
ニ
妨
ア
ル
可
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
此
有
様
ノ
異
ナ
ル
ニ
從
テ
兼
テ
又
其
權

義
（
ラ
イ
ト
）
ヲ
モ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
多
シ
之
ヲ
權
力
ノ
偏
重
ト
名
ル
ナ

リ�

『
文
明
論
之
概
略
』（
一
八
七
五
）

（
4
）
氏
の
青
年
時
代
の
著
な
る
「
フ
ア
イ
ド
ー
ン
」（Phaidon
）
を

讀
め
ば
、
氏
は
當
時
昔
か
ら
傳
は
つ
て
居
つ
た
輿
論
を
信
じ
て
居
つ
た

事
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
其
後
に
至
つ
て「
チ
マ
イ
オ
ス
」（T

im
aios

）

の
中
で
、
尚
進
ん
で
「
エ
ピ
ノ
ミ
ス
」（Epinom

is

）
の
中
で
地
球
の

軸
廻
轉
を
可
也
明
白
に
述
べ
て
い
る
。

�

『
世
界
自
然
科
学
史
』（
一
九
一
七
）

ま
た
別
表
で
、「
仮
名
替
え
」
に
「
○
」
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
地
の

文
と
外
来
語
に
お
い
て
、
異
な
る
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
資
料
を
指
す
。

（
5
）
は
平
仮
名
交
じ
り
文
・
外
来
語
片
仮
名
表
記
、（
6
）
は
片
仮
名
交
じ

り
文
・
外
来
語
平
仮
名
表
記
の
例
で
あ
る
。

（
5
）
無
機
體
定
性
離
剖
術
に
於
て
は
此
三
藥
の
用
甚
だ
少
く
僅
に
ブ

ロ
ミ
イ
ュ
ム
と
ヨ
ジ
イ
ュ
ム
を
辨
別
す
る
に
要
す
る
の
み
就
中
ホ
ロ
ー

ロ
ホ
ル
ム
と
硫
化
炭
精
を
撰
用
す�

『
試
薬
用
法
』（
一
八
七
〇
）

（
6
）希
臘
ニ
遊
歴
シ
テ
、
ぺ
ろ
ぽ
ん
ね
さ
す
ノ
都
府
、
す
ぱ
る
た
ノ
王    

め
ね
ら
す
ニ
優
待
セ
ラ
ル
、
然
ル
ニ
ぱ
り
す
ハ
其
ノ
優
待
ニ
狎
レ

�

『
希
臘
羅
馬
史
（
（
（

』（
一
八
九
〇
）

四　

表
記
毎
の
補
助
符
号
使
用
状
況
に
つ
い
て
の
考
察

本
節
で
は
、
仮
名
表
記
外
来
語
・
漢
字
表
記
外
来
語
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る

補
助
符
号
の
使
用
状
況
を
概
観
し
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。

四
・
一　

仮
名
表
記
外
来
語

ま
ず
、
仮
名
表
記
外
来
語
に
つ
い
て
。
表
1
は
、
仮
名
表
記
外
来
語
に
お

け
る
符
号
有
り
・
無
し
の
資
料
数
及
び
割
合
を
、
五
年
毎
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
・
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
を
さ
ら
に
仮
名
替
え
有
り
・
無
し
に
分
け
て
示
し
て
い
る
。
各
項
目
の

上
部
の
数
字
は
資
料
数
、
下
部
は
資
料
数
の
割
合
（
仮
名
替
え
有
り
・
無
し

そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
を
一
〇
〇
％
と
す
る
）
を
示
し
て
い
る
。

表
よ
り
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
は
仮
名
替
え
無
し
の
資
料
が
多
く
、
漢

字
平
仮
名
交
じ
り
文
は
仮
名
替
え
有
り
の
資
料
が
多
い
点
が
窺
え
る
。
仮
名

替
え
の
有
無
で
比
較
す
る
と
、
仮
名
替
え
有
り
の
場
合
は
、
年
代
が
下
る
に

し
た
が
っ
て
、
符
号
無
し
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
仮
名
替
え
無
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し
の
場
合
は
、
年
代
に
限
ら
ず
ほ
ぼ
符
号
有
り
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
違
い

が
生
じ
る
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
以
下
、
仮
名
替
え
無
し
・
符
号
無
し

の
例
を
確
認
す
る
。

（
7
）
而
シ
テ
共
和
軍
ノ
氣
象
ハ
端
ナ
ク
又
マ
コ
ー
レ
ー
氏
ガ
コ
ロ
ン

ウ
井
ル
ノ
兵
士
ニ
關
ス
ル
一
ノ
話
説
ヲ
相
起
セ
シ
ム
ル
ニ
足
レ
リ

�

『
最
近
五
十
年
間
米
国
繁
昌
記
』（
一
八
九
一
）

「
コ
ロ
ン
ウ
井
ル
」
は
助
詞
「
ガ
・
ノ
」
に
挟
ま
れ
て
お
り
、
語
の
境
界
が

分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。『
最
近
五
十
年
間
米
国
繁
昌
記
』
は
、
あ
る
程

度
米
国
史
に
通
暁
し
て
い
る
人
を
対
象
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る

た
め
、
そ
の
よ
う
な
人
に
と
っ
て
は
不
便
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
初
学

者
が
読
む
に
は
、
即
座
に
語
の
境
界
を
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
不
便
に

感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
不
便
の
解
消
が
、
符
号
を
用
い
る
目

的
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
深
澤
（
二
〇
〇
六
）
も
指
摘

し
て
い
る
。

ま
た
深
澤
（
二
〇
〇
六
）
は
、
補
助
符
号
の
衰
退
要
因
と
し
て
、
表
記
体

の
変
化
、
即
ち
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
か
ら
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
へ
の
移

行
を
挙
げ
て
い
る
。
本
調
査
で
も
、
一
八
九
三
～
一
八
九
七
年
頃
か
ら
漢
字

平
仮
名
交
じ
り
文
の
資
料
数
が
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
資
料
数
を
上
回
っ

て
い
る
。
仮
名
替
え
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
先
述
の
通
り
漢
字
片
仮
名

交
じ
り
文
は
仮
名
替
え
無
し
の
資
料
が
多
く
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
は
仮

名
替
え
有
り
の
資
料
が
多
い
。
即
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
資
料
で
外
来
語
が
片
仮

名
表
記
さ
れ
て
い
る
。
表
記
体
は
移
行
し
て
い
る
が
、
外
来
語
仮
名
表
記
の

形
式
は
片
仮
名
で
固
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

表1　仮名表記外来語における符号別資料数
漢字片仮名交じり文 漢字平仮名交じり文

仮名替え有り 仮名替え無し 仮名替え有り 仮名替え無し
符号有り 符号無し 計 符号有り 符号無し 計 符号有り 符号無し 計 符号有り 符号無し 計

1868-
1872

33 33 18 4 22 1 1
100.0% 100.0% 81.8% 18.2% 100.0% 100.0% 100.0%

1873-
1877

78 78 20 2 22
100.0% 100.0% 90.9% 9.1% 100.0%

1878-
1882

90 90 10 10
100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

1883-
1887

80 80 17 3 20
100.0% 100.0% 85.0% 15.0% 100.0%

1888-
1892

3 3 59 2 61 28 8 36
100.0% 100.0% 96.7% 3.3% 100.0% 77.8% 22.2% 100.0%

1893-
1897

43 1 44 44 12 56
97.7% 2.3% 100.0% 78.6% 21.4% 100.0%

1898-
1902

34 34 45 21 66
100.0% 100.0% 68.2% 31.8% 100.0%

1903-
1907

22 22 44 34 78
100.0% 100.0% 56.4% 43.6% 100.0%

1908-
1912

1 1 18 1 19 32 48 80
100.0% 100.0% 94.7% 5.3% 100.0% 40.0% 60.0% 100.0%

1913-
1917

1 1 11 1 12 18 69 87
100.0% 100.0% 91.7% 8.3% 100.0% 20.7% 79.3% 100.0%

1918-
1922

12 12 12 76 88
100.0% 100.0% 13.6% 86.4% 100.0%

1923-
1925

2 2 2 2 3 53 56
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 5.4% 94.6% 100.0%
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こ
こ
で
、
外
来
語
の
表
記
方
法
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た
の
か
を
概

観
す
る
。
楳
垣
（
一
九
六
二
）
に
は
、
漢
字
表
記
の
外
来
語
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
か
な
文
字
表
記
法
よ
り
漢
字
表
記
法
が
多
か
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
わ
が
国
は
鎖
国
政
策
の
た
め
欧
米
の
知
識
の
取
り
入
れ

が
お
く
れ
、
よ
ほ
ど
そ
の
点
で
進
ん
で
い
た
中
華
の
書
物
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
「
巴
里
（
パリ
）」「
紐
育
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
）」
な
ど
の

表
記
法
を
も
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
ら
し
い
。
漢
字
は
視
覚
的
に
ま
と

ま
っ
て
目
に
訴
え
る
か
ら
、
1
字
ず
つ
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
か
な
文
字

表
記
よ
り
便
利
だ
と
い
う
点
と
、
字
数
が
少
な
く
て
す
む
と
い
う
点
が
、

こ
う
い
う
漢
字
表
記
の
い
つ
ま
で
も
使
わ
れ
る
原
因
で
、「
英
語
」「
米

国
」
な
ど
が
い
つ
ま
で
も
使
わ
れ
て
い
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

�

楳
垣
（
一
九
六
二
）
一
二
六
～
一
二
七
頁

江
戸
時
代
は
、
平
仮
名
表
記
、
片
仮
名
表
記
も
存
し
た
が
、
外
来
語
は
漢

字
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
漢
字
表
記
は

明
治
以
降
も
使
用
さ
れ
、
地
名
の
略
称
な
ど
一
部
の
語
に
よ
っ
て
は
現
在
ま

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

外
来
語
を
片
仮
名
表
記
す
る
こ
と
は
、
新
井
白
石
が
そ
の
先
駆
を
な
す
も

の
で
あ
る
と
、
松
村
（
一
九
七
七
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
松
村
氏
は
、

こ
の
形
式
が
後
の
蘭
学
者
に
受
け
継
が
れ
、「
明
治
以
後
、
国
定
の
国
語
読
本

に
な
ど
で
採
用
さ
れ
、
そ
れ
が
基
準
に
な
っ
て
、
次
第
に
一
般
化
し
て
い
っ

た
」（
一
〇
九
三
頁
）と
指
摘
し
て
い
る（
（
（

。
片
仮
名
表
記
が
、
明
治
以
降
現
代

に
至
る
ま
で
、
外
来
語
の
一
般
的
な
表
記
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

補
助
符
号
の
衰
退
は
、
表
記
体
の
移
行
に
加
え
、「
外
来
語
片
仮
名
表
記
へ

の
固
定
化
」
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
片
仮
名
交
じ

り
文
に
お
い
て
、
符
号
を
付
さ
な
け
れ
ば
付
属
語
と
の
区
別
が
つ
き
に
く
い

が
、
平
仮
名
交
じ
り
文
に
な
る
と
区
別
が
容
易
に
な
る
た
め
、
符
号
を
付
す

必
要
性
が
希
薄
化
し
た
の
で
あ
る
。

片
仮
名
交
じ
り
文
資
料
の
中
に
は
、
用
例
（
6
）
の
よ
う
に
平
仮
名
で
表

記
し
た
り
（
以
下
再
掲
）、（
8
）
の
よ
う
に
太
字
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
記
す

る
な
ど
、
符
号
を
付
さ
な
く
と
も
付
属
語
と
容
易
に
区
別
で
き
る
よ
う
な
表

記
方
法
を
採
っ
た
資
料
も
見
ら
れ
る
。

（
6
）希
臘
ニ
遊
歴
シ
テ
、
ぺ
ろ
ぽ
ん
ね
さ
す
ノ
都
府
、
す
ぱ
る
た
ノ
王    

め
ね
ら
す
ニ
優
待
セ
ラ
ル
、
然
ル
ニ
ぱ
り
す
ハ
其
ノ
優
待
ニ
狎
レ

�

『
希
臘
羅
馬
史
』（
一
八
九
〇
）

（
8
）
上
述
ノ
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
ト
殆
ト
同
時
代
ナ
ル
フ
オ
ン
・
ベ
ー

メ
ル
氏
ノ
カ
ロ
リ
ナ
法
第
百
五
章
ニ
對
ス
ル
觀
察
中
ニ
於
ケ
ル

�

『
判
事
ノ
自
由
裁
量
論
』（
一
九
一
二
）

し
か
し
、
こ
う
し
た
表
記
方
法
を
採
る
資
料
は
非
常
に
少
な
い（
（
（

た
め
、
明

治
・
大
正
の
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
、
仮
名
表
記
外
来
語
を
区
別
す
る

た
め
の
表
記
上
の
工
夫
は
、
補
助
符
号
が
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
・
二　

漢
字
表
記
外
来
語

次
に
、
漢
字
表
記
外
来
語
に
つ
い
て
。
表
2
は
、
漢
字
表
記
外
来
語
に
お

け
る
符
号
有
り
・
無
し
の
資
料
数
及
び
割
合
を
、
五
年
毎
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
・
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
そ
れ
ぞ
れ
の
資

料
数
及
び
割
合
を
示
し
て
い
る
。
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表
よ
り
、
一
八
九
三
～
一
八
九
七
年
以
降
、
符
号
無
し
が
優
勢
に
転
じ
て

い
る
点
が
窺
え
る
。
仮
名
表
記
外
来
語
は
、
符
号
無
し
が
優
勢
に
転
じ
る
時

期
が
一
九
一
三
～
一
九
一
七
年
以
降
で
あ
る
た
め
、
二
〇
年
ほ
ど
早
く
補
助

符
号
の
衰
退
が
始
ま
っ
て
い
る
。
片
仮
名
交
じ
り
文
・
平
仮
名
交
じ
り
文
で

比
較
す
る
と
、
符
号
有
り
・
無
し
の
割
合
及
び
衰
退
の
時
期
な
ど
は
大
差
が

見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
仮
名
表
記
外
来
語
の
使
用
状
況
と
差
が
見
ら

れ
る
要
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

外
来
語
を
漢
字
表
記
す
る
上
で
の
利
点
に
つ
い
て
、
楳
垣
（
一
九
六
二
）

は
、「
漢
字
は
視
覚
的
に
ま
と
ま
っ
て
目
に
訴
え
る
か
ら
、
1
字
ず
つ
読
ま
ね

ば
な
ら
な
い
か
な
文
字
表
記
よ
り
便
利
だ
と
い
う
点
と
、
字
数
が
少
な
く
て

す
む
と
い
う
点
」（
一
二
六
頁
）を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
漢
字
は
、
仮
名
交
じ

り
文
に
お
い
て
は
基
本
的
に
付
属
語
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
ほ
ぼ

自
立
語
で
使
用
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
付
属
語
と
混
同
し
や
す
い
片
仮
名
表

記
の
外
来
語
と
比
較
し
て
、
文
字
列
単
独
で
語
の
ま
と
ま
り
が
区
別
し
や
す

く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う（
（
（

。
よ
っ
て
、
漢
字
表
記
に
お
い
て
は
、
仮
名
表
記

と
比
較
し
て
、
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
符
号
の
使
用
率
が
低
く
な
り
、

且
つ
減
少
が
見
ら
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
用
例
を
挙
げ
て
お
く
。

（
9
）
英
都
倫
敦
ハ
英
蘭
ニ
在
テ
古
ヨ
リ
英
蘭
ノ
威
勢
余
ノ
三
國
ヲ
壓

シ
中
古
一
千
八
百

六
十
三
年
竟
ニ
蘇
格
蘭
ノ
舊
都
壹
丁
不
ヲ
廢
シ
方
今
ノ
倫
敦
一
都

ニ
定
ム
ル
等
ノ
故
ヲ
以
テ
歟
猶
合
衆
國
又
米
利
堅

ト
稱
ス
ハ
北
亞
米
利
加
ノ
一
部

ナ
ル
ニ

�

『
西
洋
聞
見
録
』（
一
八
六
九
）

ま
た
、
漢
字
表
記
外
来
語
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
外
国
地
名
の
表
記
で
あ

る
。「
英
吉
利
」「
亜
米
利
加
」
の
よ
う
に
表
記
す
る
他
、「
英
」「
米
」
の
よ

う
に
略
称
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
非
略
称
・
略
称
の
違
い
に
よ
り
、
補

助
符
号
の
使
用
状
況
に
も
差
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
以
下
確
認
を
行
う
。

表
3
・
4
は
漢
字
表
記
外
来
語
の
地
名
非
略
称
・
地
名
略
称
に
お
け
る
使
用

状
況
を
五
年
毎
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
五
年
毎
に
最
も
資
料
数
の
多

か
っ
た
デ
ー
タ
は
太
字
で
示
し
て
い
る
。

表
3
を
見
る
と
、
地
名
非
略
称
表
記
は
、
右
複
線
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が

表2　漢字表記外来語における符号別資料数
漢字片仮名交じり文 漢字平仮名交じり文

符号有り 符号無し 計 符号有り 符号無し 計

1868-1872
11 16 27 6 15 21
40.7% 59.3% 100.0% 28.6% 71.4% 100.0%

1873-1877
40 37 77 12 9 21
51.9% 48.1% 100.0% 57.1% 42.9% 100.0%

1878-1882
56 32 88 7 2 9
63.6% 36.4% 100.0% 77.8% 22.2% 100.0%

1883-1887
40 40 80 10 8 18
50.0% 50.0% 100.0% 55.6% 44.4% 100.0%

1888-1892
18 45 63 9 26 35
28.6% 71.4% 100.0% 25.7% 74.3% 100.0%

1893-1897
7 37 44 8 48 56
15.9% 84.1% 100.0% 14.3% 85.7% 100.0%

1898-1902
5 29 34 8 56 64
14.7% 85.3% 100.0% 12.5% 87.5% 100.0%

1903-1907
3 19 22 3 74 77
13.6% 86.4% 100.0% 3.9% 96.1% 100.0%

1908-1912
2 18 20 80 80
10.0% 90.0% 100.0% 100.0% 100.0%

1913-1917
1 12 13 87 87
7.7% 92.3% 100.0% 100.0% 100.0%

1918-1922
1 11 12 86 86
9.1% 90.9% 100.0% 100.0% 100.0%

1923-1925
4 4 53 53

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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表3　漢字表記地名非略称における符号別資料数
地名非略称 右複線 左複線 右単線 左単線 鉤括弧 符号有り 符号無し 合計

1868-1872 9 5 2 16 32 48
18.8% 10.4% 4.2% 33.3% 66.7% 100.0%

1873-1877 38 1 1 5 3 49 45 94
41.5% 1.1% 1.1% 5.3% 3.2% 52.1% 47.9% 100.0%

1878-1882
55 4 3 62 34 96

57.3% 4.2% 3.1% 64.6% 35.4% 100.0%

1883-1887 38 3 4 2 1 48 46 94
40.4% 3.2% 4.3% 2.1% 1.1% 51.1% 48.9% 100.0%

1888-1892 21 1 2 1 25 68 93
22.6% 1.1% 2.2% 1.1% 26.9% 73.1% 100.0%

1893-1897 13 1 1 15 82 97
13.4% 1.0% 1.0% 15.5% 84.5% 100.0%

1898-1902 11 1 12 84 96
11.5% 1.0% 12.5% 87.5% 100.0%

1903-1907 6 6 92 98
6.1% 6.1% 93.9% 100.0%

1908-1912 2 2 98 100
2.0% 2.0% 98.0% 100.0%

1913-1917 1 1 96 97
1.0% 1.0% 99.0% 100.0%

1918-1922 1 1 95 96
1.0% 1.0% 100.0% 100.0%

1923-1925
51 51

100.0% 100.0%

表4　漢字表記地名略称における符号別資料数
地名略称 右複線 左複線 右単線 左単線 鉤括弧 符号有り 符号無し 合計

1868-1872 9 3 1 13 27 40
22.5% 7.5% 2.5% 32.5% 67.5% 100.0%

1873-1877 27 1 1 4 33 40 73
37.0% 1.4% 1.4% 5.5% 45.2% 54.8% 100.0%

1878-1882
44 3 1 48 36 84

52.4% 3.6% 1.2% 57.1% 42.9% 100.0%

1883-1887 26 1 2 2 31 54 85
30.6% 1.2% 2.4% 2.4% 36.5% 63.5% 100.0%

1888-1892 14 1 2 17 68 85
16.5% 1.2% 2.4% 20.0% 80.0% 100.0%

1893-1897 7 1 8 83 91
7.7% 1.1% 8.8% 91.2% 100.0%

1898-1902 8 1 9 83 92
8.7% 1.1% 9.8% 90.2% 100.0%

1903-1907 4 4 90 94
4.3% 4.3% 95.7% 100.0%

1908-1912 1 1 99 100
1.0% 1.0% 99.0% 100.0%

1913-1917
97 97

100.0% 100.0%

1918-1922
93 93

100.0% 100.0%

1923-1925
50 50

100.0% 100.0%
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窺
え
る
。
他
の
符
号
も
使
用
さ
れ
て
は
い
る
が
、
一
九
世
紀
末
に
は
ほ
ぼ
使

用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
右
複
線
も
一
九
二
〇
年（『
れ
ん
と
げ
ん

学
』）を
最
後
に
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
符
号
無
し
が
優
勢
に
転
じ
る

時
期
は
、
一
八
八
八
～
一
八
九
二
年
以
降
で
あ
り
、
仮
名
表
記
地
名
と
比
較

す
る
と
か
な
り
早
い
。

次
に
表
4
を
見
る
と
、
地
名
略
称
表
記
も
右
複
線
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
右
複
線
以
外
の
傍
線
は
、
一
九
世
紀
中
に
僅
か
な
が
ら
用
例
が
確

認
で
き
る
が
、
鉤
括
弧
は
全
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
右
複
線
は
一
九
一
一

年
（『
独
逸
薬
局
方
：
鼇
頭
標
註
』）
が
最
後
で
あ
り
、
非
略
称
表
記
に
比
べ

て
そ
の
時
期
が
早
い
。
符
号
無
し
が
優
勢
に
転
じ
る
時
期
も
、
一
八
八
三
～

一
八
八
七
年
以
降
と
、
非
略
称
表
記
に
比
べ
て
早
い
。

表
3
・
表
4
を
比
較
す
る
と
、
略
称
表
記
の
方
が
非
略
称
表
記
よ
り
や
や

符
号
付
記
率
が
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
先
述
の
通
り
、
符
号
無
し
が
優
勢
に

転
じ
る
時
期
は
略
称
表
記
の
方
が
早
い
。
ま
た
、
非
略
称
表
記
・
略
称
表
記

が
共
に
使
用
さ
れ
て
い
る
資
料
は
九
七
〇
点
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
非
略
称
表

記
に
符
号
が
付
さ
れ
る
が
、
略
称
表
記
に
は
符
号
が
付
さ
れ
な
い
資
料
は
三

三
点
（
三
・
四
％
）
見
ら
れ
た
。
一
方
、
略
称
表
記
に
符
号
が
付
さ
れ
、
非

略
称
表
記
に
符
号
が
付
さ
れ
な
い
資
料
は
一
点
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
王

（
一
九
九
六
）
に
よ
る
と
、
開
国
以
降
、「
そ
れ
ま
で
よ
り
大
量
に
外
国
地
名

を
使
用
す
る
必
要
が
出
て
き
て
、
長
く
使
わ
れ
て
い
た
外
国
地
名
の
漢
字
表

記
を
よ
り
使
い
や
す
く
す
る
た
め
、
略
称
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

（
一
六
一
頁
）
と
し
、
さ
ら
に
「
そ
う
い
う
時
代
の
も
と
で
一
般
の
人
々
も
外

国
地
名
の
略
称
を
理
解
し
、
更
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
一
六
一
頁
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
調
査
資
料
中
に
お
い
て
は
、『
西
洋
言
行
録
』（
一
八
七

四
）
の
凡
例
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
波
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下

同
じ
）。

（
10
）
歐
米
有
名
ノ
國
ハ
世
人
皆
熟
知
ス
ル
カ
故
ニ
唯
頭
字
ノ
ミ
ヲ
書

セ
リ
英
ト
ハ
英
吉
利
。
佛
ト
ハ
佛
蘭
西
。
普
ハ
普
魯
士
。
日
ハ
日
耳
曼

ナ
リ
聯
邦
或
ハ
米
ト
書
セ
シ
ハ
即
チ
北
亜
米
利
加
ノ
合
衆
國
ナ
リ
人
名

地
名
ハ
大
抵
平
假
名
ヲ
用
ヒ
タ
リ
字
ノ
右
傍
ニ
複
線
ヲ
施
シ
タ
ル
ハ
地

名
ナ
リ
單
線
ア
ル
ハ
人
名
ナ
リ�

『
西
洋
言
行
録
』（
一
八
七
四
）

こ
の
記
述
よ
り
、
明
治
期
に
は
外
国
地
名
が
熟
知
さ
れ
て
い
た
た
め
、
略

称
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
略
称
の
方
が
一
般
の

人
々
に
理
解
さ
れ
、
浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
非
略
称
表
記
に
比
べ
、

符
号
を
付
し
て
地
名
で
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
性
が
薄
く
な
っ
た
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

四
・
三　

小
括

以
上
、
仮
名
表
記
外
来
語
・
漢
字
表
記
外
来
語
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
補
助

符
号
の
使
用
状
況
を
概
観
し
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
ま
ず

仮
名
表
記
外
来
語
は
、
表
記
体
の
移
行
及
び
外
来
語
片
仮
名
表
記
へ
の
固
定

化
が
、
補
助
符
号
衰
退
の
主
た
る
要
因
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
漢
字
表

記
外
来
語
は
、
補
助
符
号
の
使
用
率
が
が
仮
名
表
記
外
来
語
よ
り
も
低
く
、

衰
退
時
期
も
早
い
。
漢
字
表
記
の
場
合
、
仮
名
表
記
よ
り
文
字
列
単
独
で
語

の
ま
と
ま
り
が
区
別
し
や
す
く
、
補
助
符
号
を
付
す
必
要
性
が
薄
い
点
が
要

因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
名
非
略
称
表
記
・
略
称
表
記
を
比
較

す
る
と
、
略
称
表
記
の
方
が
や
や
符
号
付
記
率
が
低
い
。
明
治
期
に
は
略
称
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の
方
が
一
般
の
人
々
に
理
解
さ
れ
、
浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
符
号

を
付
す
必
要
性
が
薄
ま
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
漢
字
表
記
に
付
さ

れ
る
符
号
は
、
基
本
的
に
仮
名
表
記
に
付
さ
れ
る
符
号
と
同
じ
で
あ
り（
（1
（

、
漢

字
表
記
に
符
号
が
付
さ
れ
る
が
、
仮
名
表
記
に
は
符
号
が
付
さ
れ
な
い
資
料

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

本
節
の
考
察
で
は
、
補
助
符
号
の
役
割
と
し
て
、「
地
の
文
と
の
混
同
を
防

ぐ
」
と
い
う
点
を
示
し
た
。
こ
れ
は
注
1
に
も
示
し
た
が
、
近
世
医
学
書
・

蘭
学
資
料
に
お
け
る
補
助
符
号
の
役
割
と
同
様
で
あ
る
。
明
治
・
大
正
期
外

来
語
に
付
さ
れ
る
補
助
符
号
の
特
徴
と
し
て
、
別
表
を
見
る
と
分
か
る
よ
う

に
、
語
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
符
号
を
使
用
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
特
徴
も
、
漢
字
表
記
・
仮
名
表
記
に
お
け
る
補
助
符
号
の
使
用
状

況
の
違
い
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
語
句
の
ま
と
ま

り
が
分
か
れ
ど
、
ど
の
よ
う
な
語
句
で
あ
る
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
読
者

が
外
来
語
に
疎
い
場
合
は
不
便
が
生
じ
て
し
ま
う
。
次
節
で
は
、
明
治
・
大

正
期
に
お
け
る
補
助
符
号
の
役
割
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
考
察
を
行
い
、
補

助
符
号
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討
を
行
う
。

五　

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
補
助
符
号
の
役
割
に
関
す
る
考
察

外
来
語
に
補
助
符
号
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
世
後
期
で
あ
る
。

仮
名
表
記
外
来
語
の
場
合
は
、
地
の
文
と
の
混
同
を
避
け
る
目
的
で
主
に
鉤

括
弧
が
使
わ
れ
た
。
傍
線
の
使
用
も
見
ら
れ
る
。
漢
字
表
記
外
来
語
の
場
合

は
、
主
に
傍
線
が
使
わ
れ
て
お
り
、
鉤
括
弧
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な

い
（
以
上
、
藤
本
（
二
〇
二
一
）
よ
り
）。
し
か
し
中
に
は
、
明
治
期
の
表
記

形
式
と
同
様
の
方
法
を
用
い
て
い
る
資
料
も
あ
る
。
例
と
し
て
、『
遠
西
独
度

涅
烏
斯
草
木
譜
』（
一
八
二
八
）
を
挙
げ
る
。（
11
）
は
補
助
符
号
を
付
す
基

準
を
示
し
た
題
言
、（
12
）
は
本
文
の
一
部
で
あ
る
。

（
11
）
一
荷
蘭
之
稱
呼
若
地
名
人
名
藥
名
無
直
譯
之
漢
字
則
更
以
其
字

音
填
入
焉
戞カ
パ
ド
シ
イ
ン
ド
ド
子
ウ
ス

杷
譯
悉
印
獨
度
涅
烏
斯
「
亞ア
ヘ
ロ
ー
子

苛
羅
涅
」
之
類
是
也
從
來
漢

人
所
對
譯
者
通
從
焉
業子
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

謁
垤
爾
蘭
杜
出
職
方

外　

記
依ヒ
ツ
ポ
カ
ラ
テ
ス

卜
加
得
仝上

「
亞ア

魯ロ

厄ヱ

」
出
鷹

論

之

類
是
也
而
地
名
者
以
雙
畫
傍
引
於
字
右
人
名
以
單
畫
傍
引
於
字
藥
名
者

以
「
鉤
畫
」
隔
斷
於
上
下
而
分
別
之
其
他
名
稱
者
分
注
於
各
處
之
下

（
12
）
便
チ
「
捌パ
ナ
セ
ス
シ
ロ
ニ
ユ
ム
セ
ン
タ
ウ
リ
ウ
ム

那
設
斯
釋
禄
耨
莫
先
達
烏
力
烏
莫
」
薊類

「
亞ア
シ
ル
レ

釋
兒
列
」

和
名
羽

衣　

草
等
ノ
諸
草
是
ナ
リ
其
他
国
君
諸
侯
ニ
モ
亦
斯
道
ヲ
好
テ
コ
レ
ガ
裨

ヲ
ナ
ス
人
少
カ
ラ
ス
意イ
ル
リ
ー
リ
イ
ン

爾
吏
力
印
國
ノ
王
乾ゲ
ン
テ
イ
ウ
ス

質
烏
斯
末マ
セ
ト
ニ
イ
ン

設
鐸
尼
印
國
ノ

王
禮レ
イ
シ
マ
ク
ス
ペ
ル
ガ
ミ
ユ
ス

識
瑪
訏
斯
百
爾
哈
繆
斯
國
ノ
王
遏ア
ツ
タ
リ
ユ
ス

達
留
斯

�

『
遠
西
独
度
涅
烏
斯
草
木
譜
』（
一
八
二
八
）

明
治
以
降
に
な
る
と
、
漢
字
表
記
外
来
語
に
は
徐
々
に
符
号
が
付
さ
れ
な

く
な
り
、
仮
名
表
記
に
お
け
る
補
助
符
号
よ
り
早
く
に
衰
退
す
る
。
漢
字
表

記
に
補
助
符
号
を
付
す
役
割
が
消
失
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
考
察

の
一
助
と
し
て
、
凡
例
の
記
述
を
参
考
に
す
る
。
今
回
調
査
し
た
全
一
一
一

六
点
の
資
料
中
一
三
四
点
の
凡
例
に
、
補
助
符
号
の
付
し
方
が
示
さ
れ
て
い

る
。
当
然
な
が
ら
凡
例
は
、
特
定
の
一
資
料
に
お
け
る
補
助
符
号
の
基
準
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、多
く
の
凡
例
の
記
述
を
調
査
す
る
こ
と
で
、明

治
以
降
の
補
助
符
号
の
付
し
方
に
つ
い
て
、
傾
向
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
凡
例
を
も
と
に
し
て
補
助
符
号
の
役
割
を
考

察
し
て
い
く
。
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ま
ず
符
号
を
付
す
目
的
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）ヱ
ン
は
人
名
．
ロ
ン
ド
ン
は
地
名
．
カ
ピ
テ
イ
ン
は
役
名
．
カ
ル

ラ
ン
ト
は
物
名
な
り
．
左
右
に
單
柱
双
柱
を
引
て
之
を
區
別
す

�

『
英
蘭
会
話
篇
訳
語
』（
一
八
六
八
）

（
14
）
一
官
名
爵
名
ハ
左
ヘ
＝
地
名
ハ
右
ヘ
＝
人
名
ハ
右
ヘ

―
物
名

ハ
左
ヘ

―
ヲ
標
シ
テ
區
別
ス
看
者
之
ヲ
混
ス
ル
勿
レ

�

『
日
耳
曼
史
略
』（
一
八
七
六
）

（
15
）一
人
名
に
は
單
線
、
地
名
に
は
複
線
及
び
原
名
に
は
括
弧
を
加
へ

て
其
區
別
を
明
に
せ
り�

『
理
論
応
用
新
式
写
真
活
法
』（
一
八
九
六
）

補
助
符
号
に
は
語
の
種
類
を
標
示
し
、
読
者
に
と
っ
て
よ
り
読
み
や
す
く

す
る
面
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
平
仮
名
交
じ
り
文
、
片
仮
名
交
じ
り
文
両

方
に
こ
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
た
め
、
語
の
種
類
の
標
示
が
、
符
号
の

本
質
的
な
機
能
と
し
て
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
鉤
括
弧
は
、
仮
名
表

記
外
来
語
を
括
る
目
的
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
質
的
に
は
語
の
種

類
を
標
示
す
る
機
能
は
な
か
っ
た
が
、（
11
）
の
よ
う
に
、
特
定
の
語
を
示
す

用
法
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
地
の
文
と
外
来
語
文
字
列
と
を
区

別
す
る
役
割
も
有
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
外
来
語
の
表
記
形
式
と
符
号
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う

な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
16
）一
地
名
人
名
ヲ
記
ス
ル
ニ
當
リ
、
其
著
ル
シ
ク
シ
テ
普
通
皆
人
ノ

知
ル
モ
ノ
ハ
漢
字
ヲ
以
テ
シ
、
然
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
假
名
ヲ
以
テ
ス
、
是

レ
讀
者
ニ
便
ナ
ラ
シ
メ
ン
カ
爲
メ
ナ
リ
、
而
シ
テ
若
シ
假
名
ヲ
用
フ
ル

時
ハ
地
名
ニ
ハ
右
傍
ニ
雙
線
ヲ
附
シ
人
名
ハ
單
線
ヲ
附
ス

�

『
欧
洲
古
代
戦
史
略
』（
一
八
九
二
）

（
17
）
一
、
人
名
（
單
線
を
付
す
）
及
び
地
名
（
複
線
を
付
す
）
は
、
可

成
丈
け
原
音
に
近
か
ら
し
め
ん
が
爲
め
、
不
熟
な
る
漢
字
に
依
ら
ず
し

て
、
專
ら
片
假
名
を
用
ゐ
た
り
。�

『
羅
馬
盛
衰
記
』（
一
九
〇
〇
）

（
18
）�

一
、
人
名
は
右
傍
に
單
縱
線
を
施
す
。�

一
、
地
名
は
右
傍
に
複
縱
線
を
施
す
。

但
し
人
名
、
地
名
共
に
漢
字
を
以
つ
て
通
用
し
、
其
の
極
め
て
明
か
な

る
も
の
は
こ
れ
が
記
號
を
附
せ
ず
。�

『
教
育
学
通
論
』（
一
九
〇
六
）

漢
字
表
記
に
は
符
号
を
付
さ
ず
、
仮
名
表
記
に
の
み
符
号
を
付
す
資
料
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
（
用
例
（
16
））。
ま
た
、
専
ら
仮
名
表
記
の
み
用

い
る
資
料
も
見
ら
れ
る
（
用
例
（
17
））。
先
述
の
通
り
、
明
治
以
降
外
来
語

の
漢
字
表
記
が
使
用
さ
れ
た
資
料
数
は
、
仮
名
表
記
が
使
用
さ
れ
た
資
料
数

よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
仮
名
表
記
に
の
み
符
号
を
付
す
資
料

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
示
し

た
よ
う
に
、
漢
字
表
記
が
、
仮
名
表
記
に
比
べ
て
視
覚
的
に
ま
と
ま
っ
て
目

に
訴
え
る
た
め
に
読
み
取
り
や
す
い
と
い
う
点
及
び
、
明
治
以
降
の
文
章
に

お
い
て
、
仮
名
が
付
属
語
を
中
心
に
使
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
漢
字
は
ほ
ぼ

自
立
語
に
使
用
さ
れ
る
た
め
、
符
号
を
付
さ
な
く
て
も
一
語
で
あ
る
こ
と
の

識
別
が
容
易
で
あ
る
点
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
漢
字
表
記
の
使
用
を
、
あ

る
程
度
一
般
に
認
知
さ
れ
た
語
に
限
定
し
て
い
る
資
料
も
見
ら
れ
る
（
用
例

（
18
））。
先
述
の
通
り
、
補
助
符
号
は
語
の
種
類
を
区
別
す
る
役
割
と
、
地
の

文
と
区
別
す
る
役
割
を
有
し
て
い
る
。
一
般
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
符
号
を
付
さ
な
く
て
も
そ
れ
が
人
名
や
地
名
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
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き
る
語
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
漢
字
表
記
の
語
に
は
符
号
を
付

す
必
要
性
が
失
わ
れ
、
仮
名
表
記
に
の
み
符
号
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
漢
字
表
記
に
お
け
る
補
助
符
号
の
衰
退
が
仮
名
表
記
よ

り
先
に
起
こ
る
の
は
、
ま
ず
、
外
来
語
の
主
要
な
表
記
形
式
が
漢
字
表
記
か

ら
仮
名
表
記
に
移
行
し
、
そ
の
上
で
漢
字
表
記
さ
れ
る
語
が
一
般
に
認
知
さ

れ
る
語
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
仮
名
表
記
に
は
符
号
が
付
さ
れ
る
が
、
漢
字
表
記
に
は
符
号
を

付
す
必
要
性
が
失
わ
れ
、
衰
退
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
以
下
の
こ
と
を
述
べ
た
。

・
仮
名
表
記
外
来
語
の
場
合
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
は
仮
名
替
え
無
し

の
資
料
が
多
く
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
は
仮
名
替
え
有
り
の
資
料
が
多

い
。
こ
の
点
か
ら
、
表
記
体
の
移
行
及
び
外
来
語
片
仮
名
表
記
へ
の
固
定
化

が
、
補
助
符
号
衰
退
の
主
た
る
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
漢
字
表
記
外
来
語
は
、仮
名
表
記
よ
り
符
号
の
衰
退
時
期
が
早
い
。
仮
名
表

記
と
比
較
し
て
、漢
字
表
記
は
文
字
列
単
独
で
語
の
ま
と
ま
り
が
区
別
し
や
す

く
、
補
助
符
号
を
付
す
必
要
性
が
薄
い
点
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
地
名
非
略
称
表
記
・
略
称
表
記
を
比
較
す
る
と
、
略
称
表
記
の
方
が
や
や

符
号
付
記
率
が
低
い
。
明
治
期
に
は
略
称
の
方
が
一
般
の
人
々
に
理
解
さ
れ
、

浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
符
号
を
付
す
必
要
性
が
薄
ま
っ
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

・
外
来
語
の
主
要
な
表
記
形
式
が
漢
字
表
記
か
ら
仮
名
表
記
へ
移
行
し
、
そ

の
上
で
漢
字
表
記
さ
れ
る
語
が
一
般
に
認
知
さ
れ
る
語
に
限
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
に
、
漢
字
表
記
に
符
号
を
付
す
必
要
性
が
失
わ
れ
た
。

本
稿
で
は
明
治
以
降
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
た
が
、
小
林
（
一
九
八
二
）

は
、
地
名
に
右
複
線
、
人
名
に
右
単
線
を
付
す
表
記
形
式
の
嚆
矢
を
『
官板
バ

タ
ビ
ヤ
新
聞
』（
一
八
六
二
）
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
藤
本

（
二
〇
二
一
）
で
近
世
期
蘭
学
資
料
に
お
け
る
補
助
符
号
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
が
、
前
章
で
触
れ
た
『
遠
西
独
度
涅
烏
斯
草
木
譜
』（
一
八
二
八
）
以

降
、『
バ
タ
ビ
ヤ
新
聞
』
と
同
様
の
表
記
形
式
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
地
名
に
右
複
線
、
人
名
に
右
単
線
を
付
す
表
記
形
式
定
着
の
要
因
を

考
え
る
に
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
補
助
符
号
の
使
用
実
態
を
調
査
し
、
明
治

期
と
の
連
続
性
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
幕
末
期
に
本
邦
に
も
た
ら
さ
れ
た
、

後
期
漢
訳
洋
書
に
は
、『
バ
タ
ビ
ヤ
新
聞
』
と
同
様
の
形
式
で
傍
線
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。
飛
田
（
一
九
七
四
）
は
、
現
在
の
よ
う
に
「
、」
と
「
。」
を
使

い
分
け
る
句
読
法
は
、
後
期
漢
訳
洋
書
に
源
流
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
は
傍
線
に
つ
い
て
も
、
後
期
漢
訳
洋
書
と
の
影
響
関

係
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
検
討
は
紙
幅
の
都
合
上
別
稿
に
譲
る
。

注（1
）　

線
の
位
置
及
び
本
数
に
よ
っ
て
単
語
の
種
類
を
区
別
す
る
方
法
と
し
て
、朱

引
が
あ
る
。
朱
引
は
、
個
人
的
な
手
控
え
と
し
て
読
み
手
が
施
す
の
に
対
し
、

近
世
医
学
書
・
蘭
学
書
の
版
本
に
見
ら
れ
る
傍
線
は
、
予
め
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
読
み
手
に
、
あ
る
特
定
の
種
類
の
語
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
役
割
を
も

つ
。
私
的
・
公
的
と
い
う
点
で
、両
者
の
性
格
は
異
な
る
。
一
七
世
紀
の
漢
籍

に
お
い
て
、
同
様
の
目
的
で
予
め
傍
線
を
付
し
た
資
料
が
確
認
で
き
る（
原
刻
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本
は
、
艾
儒
略
（
一
六
二
六
）『
西
學
凡
』、
和
刻
本
は
、
竹
中
通
庵
（
一
六
九

二
）『
古
今
養
性
録
』
な
ど
）
た
め
、
本
邦
で
流
用
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
前
野
蘭
化（
一
七
九
三
成
立
）『
魯
西
亜
本
紀
略
』、
桂
川
国
瑞

（
一
七
九
四
序
）『
北
槎
聞
略
』な
ど
、
外
国
地
名
に
右
複
線
・
外
国
人
名
に
右

単
線
を
付
す
と
い
う
よ
う
な
、朱
引
の
形
式
を
踏
襲
し
た
と
見
ら
れ
る
よ
う
な

例
も
確
認
で
き
る
（
以
上
、
藤
本
（
二
〇
二
〇
、
二
〇
二
一
）
参
照
）。

（
2
）　
『
日
本
大
家
論
集
』、『
日
本
之
法
律
』、『
日
本
商
業
雑
誌
』、『
日
本
農
業
雑

誌
』、『
婦
女
雑
誌
』
の
五
誌
。

（
3
）　

調
査
デ
ー
タ
は
、
リ
サ
ー
チ
マ
ッ
プ
の
資
料
公
開
の
ペ
ー
ジ
に
、
藤
本（
二

〇
二
三
）
調
査
資
料
一
覧
と
し
て
掲
載
し
た
。

　
　

�

藤
本
能
史
（Y

oshifum
i Fujim

oto
） - 
マ
イ
ポ
ー
タ
ル - researchm
ap

　
　

https://researchm
ap.jp/yoshi-fujim

oto 

（
4
）　

地
名
に
は
、「
英
」「
米
」
な
ど
の
略
称
も
含
め
る
。
官
名
に
は
、
官
職
名
の

他
、
爵
位
・
尊
称
も
含
め
る
。

（
5
）　

用
例
（
4
）
に
挙
げ
た
『
世
界
自
然
科
学
史
』
の
場
合
、
書
籍
名
以
外
の
名

詞
に
は
鉤
括
弧
が
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
外
来
語
に
限
ら
ず
、全
て

の
書
籍
名
に
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、外
来
語
を
区
別
す
る
鉤
括
弧
と

は
見
な
さ
ず
、
調
査
対
象
外
と
し
た
。

（
6
）　

平
仮
名
表
記
に
す
る
目
的
に
つ
い
て
、凡
例
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）。

　
　

一
固
有
名
詞
ハ
總
テ
之
ヲ
平
假
名
ニ
セ
リ
、而
シ
テ
人
名
地
名
ヲ
以
テ
傍
柱
ヲ

加
ヘ
ズ
、盖
シ
一
讀
ヨ
ク
其
地
名
タ
ル
ト
人
名
タ
ル
ト
ヲ
判
知
シ
得
ベ
ケ
レ
バ

也

（
7
）　

同
様
の
指
摘
は
「
外
来
語
表
記
委
員
会
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
（
報
告
）」

（
一
九
八
八
年
一
二
月
八
日
）
に
お
い
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　
『
経
済
対
話
』（
一
八
八
八
）、『
希
臘
羅
馬
史
』（
一
八
九
〇
）、『
教
授
之
正

誤
』（
一
八
九
一
）、『
経
済
原
論
』（
一
九
一
二
）、『
あ
だ
む
す
み
す
ノ
帝
国
主

義
観
』（
一
九
一
七
）、『
瑞
西
国
弁
護
士
法
』（
一
九
二
四
）、『
司
法
資
料 

第

六
二
号
』（
一
九
二
五
）
の
七
点
。

（
9
）　
「
漢
字
＋
仮
名
」
と
い
う
文
字
配
列
が
可
読
性
を
高
め
て
い
る
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
矢
田
（
二
〇
一
二
）
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
矢
田
氏
は
、

漢
字
・
平
仮
名
併
用
表
記
の
表
記
機
能
的
効
果
に
つ
い
て
、以
下
の
二
点
を
挙

げ
て
お
り
、
こ
の
両
機
能
に
よ
っ
て
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
可
読
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　

Ⅰ
、
分
節
効
果･･････

平
仮
名
―
漢
字
の
並
び
に
よ
っ
て
、
そ
の
間
に
意
味

上
の
切
れ
目
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
効
果
。

　
　

Ⅱ
、
表
意
効
果･･････

表
記
対
象
の
語
の
意
味
を
示
す
効
果
。
そ
れ
に
は
同

音
異
義
語
の
中
か
ら
の
一
語
の
同
定
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
含
む
。用
言
に
つ

い
て
は
、
語
幹
の
漢
字
表
記
に
よ
っ
て
語
の
同
定
と
語
義
表
示
を
行
う
と
共

に
、活
用
語
尾
の
仮
名
表
記
に
よ
っ
て
文
法
的
機
能
を
併
せ
て
示
す
こ
と
が
で

き
る
。�

五
六
六
～
五
六
七
頁

（
10
）　

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
数
と
割
合
は
、

　
　
　

地
名
符
号
有
り
・
人
名
符
号
有
り･･･

七
四
一
点
（
六
六
・
四
％
）

　
　
　

地
名
符
号
無
し
・
人
名
符
号
無
し･･･

三
六
八
点
（
三
三
・
〇
％
）

　
　
　

地
名
符
号
有
り
・
人
名
符
号
無
し･･･

三
点
（
〇
・
三
％
）

　
　
　

地
名
符
号
無
し
・
人
名
符
号
有
り･･･

四
点
（
〇
・
四
％
）

　
　
　

�

と
な
り
、地
名
・
人
名
の
符
号
の
有
無
が
同
一
で
あ
る
資
料
は
一
一
〇
九
点

（
九
九
・
四
％
）
と
な
る
。

調
査
資
料

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

https://dl.ndl.go.jp/ 
・『
遠
西
独
度
涅
烏
斯
草
木
譜
』

早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

https://w
w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/
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付
記

　

本
稿
は
、
日
本
語
学
会
二
〇
一
七
年
度
春
季
大
会
（
二
〇
一
七
年
五
月
一
三
日
、

於
：
関
西
大
学
）に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
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執
筆
に
あ
た
り
、多
く
の
方
々
に
ご
教
示
・
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ふ
じ
も
と
・
よ
し
ふ
み　

本
学
博
士
後
期
課
程
）
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